
新たな横浜市地震防災戦略の検討状況について 

  令和６年能登半島地震の状況や市民アンケートの結果等を踏まえ、新たな横浜市地震防災戦略（以

下「新戦略」という。）の検討を進めており、その状況を報告します。 

１ 令和６年能登半島地震の検証 

(1) 国の振り返り（「令和６年能登半島地震に係る災害応急対応の自主点検レポート」より）

ア 半島特性などによる災害対応上の課題等

 発災時刻（日没近く）や観測機器の被災等により、被災状況の把握が困難となったこと

 地形等の制約や大規模な土砂崩落などにより、被災地への進入・活動が困難となったこと

 過疎地域かつ高齢者等の要配慮者が多数存在したこと

 限られた宿泊施設等の多くが被災したため、支援活動拠点の確保が困難となったこと

 厳冬期の災害であったため、積雪寒冷対策が必要となったこと

 インフラ・ライフライン復旧に時間を要したことなどから、断水や避難生活が長期化したこと

イ 能登半島地震の特徴を踏まえた教訓と今後の災害対応

被災地の情報収集及び進入方策、自治体支援、避難所運営、物資調達・輸送について、各府省

庁が取り組むべき事項等を整理し、現在、「令和６年能登半島地震を踏まえた災害対応検討ワー

キンググループ」において更なる検討を行っています。

(2) 被災地派遣職員の主な意見

ア 避難所環境について

 避難所でも、プライベート空間の確保など可能な限り日常に近い生活を送ってもらえるよう、

必要な物品等を事前に備えておくことが大切。夏・冬は空調設置が不可欠

 当たり前のトイレが使えなくなるということが避難生活に最も影響を及ぼすことを再確認

し、様々なトイレ対策を進める必要性を感じた。

 ペットとの同行避難は多いと見込まれるため、避難所での受入れ場所は事前に決めておくべき。 

イ 物資供給体制について

 今回の震災では、発災後２週間が経過しても物流体制が混乱し、現場作業の妨げとなってい

た。物資の管理や各避難所への配送などが機能する対策が重要

ウ 福祉避難所について

 今回の震災では、施設や職員の被災により福祉避難所が開設できなかったり、開設しても避

難者を受け入れられなかったりするケースが相次いだ。本市も教訓として対策を講じるべき。 

エ 在宅避難等について

 本市の人口規模を考えると、避難所以外の避難者（在宅避難、車中泊避難等）が相当発生す

ると見込まれるため、その人たちへの支援も検討すべき。

オ 自助・共助について

 本市で今回と同規模の災害が発生した場合、同程度のフォローを行うのはかなり厳しいと思う。

公的備蓄にも限りがある中、一人ひとりに自助・共助の重要性を認識してもらうことが必要

カ インフラ（道路等）について

 建物や構造物の耐震化が実施できているかどうかにより、被害状況は変わる。

 道路の寸断は、救助や物資運搬に大きな影響があることを実感。道路啓開は優先的に進める

べきだと改めて感じた。

(3) 令和６年能登半島地震を踏まえた本市の課題認識

(1)及び(2)の内容等を踏まえ、本市としては、これまで進めてきた耐震化等の取組や自助・共助

の重要性を再確認するとともに、避難所や物資、要配慮者支援、在宅避難等の課題について早急に

対策を検討する必要があると考えています。 

今後、市民アンケートの結果等も踏まえた検討を進め、自助・共助・公助の更なる推進を図りま

す。 

２ 横浜市民の防災・減災の意識、取組に関するアンケート結果【速報】 

(1) 調査概要

調査対象 市内に居住する満 15 歳以上の個人 

対象者・抽出人数 10,000 人（外国人含む） ※住民基本台帳から無作為抽出

実施時期 令和６年６月 13 日～７月 11 日 

回答方法 郵送又はインターネット回答 

回答数 3,419 人 (回答率 34.2%) 

(2) 調査項目

〇自宅の耐震化 〇家具の固定率 〇感震ブレーカー 〇家庭の備蓄 〇防災に係る訓練・研修 

〇地域の助け合い等 〇避難生活 〇災害情報 〇横浜市の災害対策に係るご意見 

(3) 主な項目の調査結果（単純集計）※別添報告書参照

ア 避難所に関する項目

【問 18：避難所での避難生活で心配なこと】 

72.3%

60.6%

60.3%

55.3%

40.8%

35.2%

31.1%

18.3%

17.5%

15.9%

13.7%

11.8%

9.1%

4.4%

2.0%

1.6%

1.5%

0.8%

トイレ設備

プライバシー確保

衛生面（口腔ケア・感染症等）

集団生活を送ること

就寝環境を整える備品

治安面の対策

空調設備

自身が抱える事情（持病、障害等）

栄養・食事・アレルギーへの配慮

日常の医療や介護

ペット同行避難の可否

生活支援品（おむつ、流動食等）

避難生活が自力では困難な家族の存在

避難生活の介添え・支援者の不在

コミュニケーション面(言語・手話等）

無回答

その他

特にない

 
トイレやプライバシー、

衛生面、就寝環境を心配

する声が上位

政策経営・総務・財政委員会 
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イ 在宅避難に関する項目

【問 17：自宅での避難生活で心配なこと】

ウ 自助に関する項目

【問８：食料・飲料水の備蓄状況】 【問９：トイレパックの備蓄状況】 

エ 要配慮者に関する項目

【問20-1】要配慮者の方（又は要配慮者の家族）の避難等を支援する人の存在

オ 災害対策全般に関する項目
【問 23】災害対策について、横浜市に力を入れて取り組んでほしいこと

62.9%

43.9%

29.6%

20.9%

10.4%

8.4%

7.8%

5.5%

2.3%

0.7%

飲料水や食料の確保

電気・ガス等、ライフラインの復旧

利用できるトイレ設備

生活用水の確保

余震の影響などによる建物の倒壊

情報収集手段の確保

無回答

安心できる治安環境

一人暮らし等で手助けが受けられないこと

その他

 
食料・水、ライフライン、

トイレを心配する声が

上位

「食料・飲料水」は６割以上が「３日分以上備蓄」している一方（問８）、 
「トイレパック」は６割以上が「３日分未満の備蓄」となっている（問９） 

7.7%
10.7%

45.2%
28.9%

6.1%
1.5%

７⽇以上
５⽇〜６⽇
３⽇〜４⽇
１⽇〜２⽇

０⽇
無回答

18.1%
16.1%

25.9%
38.8%

1.1%

４⽇以上
３⽇分

１⽇〜２⽇分
準備していない

無回答

38.8%

26.0%

25.3%

12.7%

10.3%

4.6%

3.2%

1.9%

いずれもいない

近くに住む友人・知人

近くに住む親せき縁者

自治会・町内会の会員

利用施設等の従事者

地域の民生委員

その他

無回答

約４割が 

「支援者なし」 

62.5%

57.1%

45.9%

26.2%

24.9%

23.5%

21.7%

20.9%

19.3%

15.9%

水・食料・毛布などの備蓄

電気・ガス・水道・電話通信等ライフライン施設の耐震

緊急時の警報や避難指示等の伝達体制や仕組の強化

応援部隊や支援物資の受け入れ態勢の整備

災害時の医療体制の強化

避難所の快適性向上のための資器材購入

災害に関する情報提供や広報

停電や電力不足への対策

避難方法や避難場所の周知

学校や公共施設の耐震化・安全化

 上位 10 項目 

３ 新戦略の検討状況 

(1) 新戦略の位置付け

横浜市地震防災戦略は、横浜市防災計画の行動計画（アクションプラン）として策定され、平成

25 年度から運用しています。（直近：令和５年４月改定、計画期間は令和９年度まで） 

新戦略は、令和６年能登半島地震の状況等を踏まえ、現行の戦略を市民目線で検証し、重点施策

や新たな取組などを盛り込むものであり、防災計画の新たなアクションプランとして、令和７年度

からの運用を想定しています。 

(2) 計画期間

令和７年度からおおむね 10 年程度を想定

(3) 現在検討中の主な視点

ア 被災者支援

避難所環境、物資、要配慮者支援、多様な避難への支援など

イ 災害が起きる前からの備え（災害に強い人づくり、地域づくり）

地震火災対策、耐震化、防災意識の啓発など

ウ 災害時の拠点強化

旧上瀬谷通信施設地区への広域防災拠点の整備など

エ 公共インフラの強じん化の加速

橋梁、道路がけ、上下水道の耐震化など

(4) スケジュール（案）

令和６年 12 月 第４回市会定例会にて、新たな横浜市地震防災戦略（素案） 

12 月下旬～ 市民意見募集 

令和７年２月 第１回市会定例会にて、新たな横浜市地震防災戦略（原案） 

３月末 新たな横浜市地震防災戦略の策定 
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  単純集計結果  

１． 自宅の耐震化について 

 
N=3,419 

 
 

 

N=3,419 

 
 

47.4%

29.7%

19.0%

1.7%

1.2%

0.8%

0.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

持家（一戸建て）

持家（マンション・共同住宅）

借家（マンション・共同住宅）

借家（一戸建て）

社宅・公務員住宅・寮

その他

無回答

43.4%

22.6%

14.4%

11.9%

5.4%

1.3%

1.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

木造住宅

鉄筋コンクリート造住宅（ＲＣ造）

分からない

鉄骨鉄筋コンクリート造住宅（ＳＲＣ造）

鉄骨造住宅（Ｓ造）

無回答

その他

問１ あなたのお住まい（住宅）の形態はどれですか。１つ選択 

問２ あなたのご自宅の耐震化について伺います。ご自宅の構造は、次のうちどれにあたりますか。 

１つ選択 
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N=3,419 

 
 

 

N=574 

 

75.9%

16.8%

6.9%

0.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

昭和56年６月以降（新耐震基準以降）

昭和56年５月以前（新耐震基準以前）

分からない

無回答

35.2%

28.6%

19.9%

8.7%

6.8%

0.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

分からない

耐震診断、耐震改修等を実施する予定はない

耐震診断・耐震改修等を実施している

耐震診断の結果、安全と判定された

今後、耐震診断・耐震改修等を実施する予定である

無回答

問３ あなたのご自宅は、いつ頃建てられた建物ですか。１つ選択 

問３—１ ご自宅の建物の耐震対策について、該当するものを選んでください。１つ選択 
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N=164 

 
 

２． 家具の固定率について 

N=3,419 

 

40.9%

18.9%

15.9%

9.8%

7.9%

4.3%

2.4%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

費用がかかるため

その他

危険性を感じないため

耐震診断・耐震改修等を知らなかったため

賃貸物件であるため

手続き・手配が面倒なため

無回答

防災ベッドを設置しているから

46.5%

30.0%

12.8%

9.2%

1.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

一部の家具を固定（転倒防止）している

固定（転倒防止）していない

全ての家具を固定（転倒防止）している

固定（転倒防止）が必要な家具類がない

無回答

（問３-１で「４」と答えた方はご回答ください） 

問３－２ 耐震診断を受けていない、あるいは、耐震改修等を実施しない理由について、該当する 

ものを選んでください。１つ選択 

問４ あなたのご自宅では、地震によって転倒するおそれのあるタンスや食器棚等の家具類を固定

（転倒防止）していますか（粘着マットも含みます）。１つ選択 
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N=2,617 

 
 

３． 感震ブレーカーについて 

 

N=3,419 

 

23.2%

18.8%

11.2%

9.7%

9.1%

8.8%

8.8%

4.7%

4.2%

1.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

手間がかかり、面倒だから

必要性を感じないから

その他

部屋の見た目が悪くなったり、家具や壁を傷つけてしま

うから

賃貸住宅のため色々と制約があるから

自分ではできないと思うから

費用がかかるから

方法が分からないから

無回答

必要な器具をどこで購入できるか分からないから

80.5%

18.2%

1.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

対象地域内ではない

対象地域内にある

無回答

（問４で「２」「３」と答えた方はご回答ください） 

問４-１ あなたが家具類の固定（転倒防止）をしていない（一部のみの固定も含む）理由につい 

て、次の中からお選びください。１つ選択 

問５ あなたのご自宅は横浜市が指定する「密集市街地※」の対象区域内にありますか。１つ選択 
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N=3,419 

 

 

N=3,419 

 

問７ あなたのご自宅では、通電火災の発生を防ぐために有効な「感震ブレーカー※」を設置して 

いますか。１つ選択 

問６  地震による停電から復旧した際に、切れた電源コードや倒れた電気ヒーター等の器具に電気が

流れて「通電火災※」が発生することがあります。通電火災の発生を防ぐため、地震時に自宅

から離れる際、自らブレーカーを落とすことが有効であることを知っていますか。 １つ選択 

72.9%

26.2%

0.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

知っている

知らない

無回答

72.9%

26.2%

0.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

知っている

知らない

無回答

52.4%

30.1%

12.6%

4.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

設置しておらず、今後設置する予定もない

設置している

設置していないが、今後設置する予定である

無回答
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N=1,028 

 

 
N=2,222 

（問７で「１」と答えた方はご回答ください） 

問７―１  あなたが設置している「感震ブレーカー」のタイプは、次のうちどれですか。 

      該当するものすべて選択 

（問７で「２」「３」と答えた方はご回答ください。） 

問７－２  あなたが「感震ブレーカー」を設置していなかった理由は、次のうちのどれですか。 

１つ選択 

63.0%

23.3%

8.6%

2.7%

2.2%

0.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

分電盤タイプ

分からない

簡易タイプ

無回答

コンセントタイプ

その他

35.3%

15.8%

12.5%

10.6%

6.3%

5.8%

5.0%

4.7%

4.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

感震ブレーカーを知らなかったため

持ち家ではないから

設置方法が分からないから

費用がかかるから

必要性を感じないから

その他

どこで購入できるか分からないから

手間がかかり、面倒だから

無回答
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４．家庭の備蓄について 
 

N=3,419 

 

 
N=1,195 

（問８で「１」「２」を選んだ方はご回答ください） 

問８－１  横浜市では、ローリングストック法※などを活用し、ご家族全員分の食料や飲料水を３ 

日分以上、日常的に用意することを推奨しています。あなたのご家庭で、３日分以上の 

食料や飲料水の準備をしていない、又はできない主な理由は何ですか。１つ選択 

問８ 災害が起こった場合、あなたのご家庭に今ある食料、飲料水（１人１日あたりの目安は３

リットル以上）でお住いの家族全員がおよそ何日過ごすことができますか。１つ選択 

45.2%

28.9%

10.7%

7.7%

6.1%

1.5%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

３日～４日

１日～２日

５日～６日

７日以上

０日

無回答

36.6%

12.3%

11.4%

9.9%

9.9%

8.4%

4.0%

3.3%

2.8%

1.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

保管する場所がないから

面倒だから

何を準備すればよいか分からないから

費用がかかるから

その他

３日以上必要だと思わないから

行政が準備していると思うから

準備が必要だと知らなかったから

無回答

大規模な災害は起こらないと思うから
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N=3,419

 

 
N=1,325 

 

（問９で「４」と答えた方はご回答ください） 

問９－１ 準備していない理由は何ですか。１つ選択 

問９ 能登半島地震では、長期間にわたる上下水道の途絶が生じ、災害時のトイレの重要性が問わ 

れることになりました。あなたのご家庭では、災害に備えて何日分のトイレパック（１人１ 

日あたりの目安は５個）を準備していますか。１つ選択 

38.8%

25.9%

18.1%

16.1%

1.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

準備していない

１日～２日分

４日以上

３日分

無回答

18.8%

17.4%

17.1%

11.3%

9.7%

8.8%

4.9%

4.5%

3.5%

2.3%

1.7%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

どこで購入すればよいか分からないから

準備が必要だと知らなかったから

代わりとなる方法があると思うから

費用がかかるから

面倒だから

その他

容易に入手できると思うから

保管する場所がないから

行政が準備していると思うから

大規模な災害は起こらないと思うから

無回答
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問１０ あなたやあなたのご家庭では、家具の固定や水・食料の準備等以外で現在、どのような対策を

していますか。該当するものすべて選択 

83.9%

46.1%

44.0%

38.3%

36.5%

30.8%

29.0%

28.7%

28.7%

28.6%

27.9%

19.4%

18.9%

17.2%

16.5%

13.2%

11.4%

10.4%

7.8%

4.8%

3.6%

2.6%

1.7%

0.9%

0.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

ラジオ、懐中電灯などを準備している

感染症用品（マスクなど）をすぐに持ち出せるように

準備している

消火器や消火スプレーなどを備えている

避難する場所を決めている

発電機、蓄電池、モバイルバッテリーなどの

電源を準備している

日用品（医薬品、おむつ等）をすぐ持ち出せるように

準備している

職場から自宅までの徒歩経路の確認

いつも風呂に水をためおきしている

自分の家を地震に強い構造にしている

家族との連絡方法を決めている

避難場所への避難経路を確認している

自宅周辺の危険箇所を確認している

いざという時に隣近所で助け合える関係をつくってい

る

カーテンなどの日用品を燃えにくいものにしている

地域の防災訓練に参加している

自分の家を火災に強い構造にしている

防災グッズを携行する

（例：帰宅支援マップ、ラジオ、絆創膏等）

職場等で宿泊する準備

窓ガラスに飛散防止フィルムを貼り付けている

一時滞在施設等の場所の確認

徒歩経路にある災害時帰宅支援ステーションの確認

特に何もしていない

その他

無回答

防災ベッドを設置している

N=3,419
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５．防災に係る訓練・研修について 

 
N=3,419 

 

N=2,082 

問１１ あなたは、直近３年間で次の研修や訓練等※に参加したことがありますか。 

該当するものすべて選択 

（問11で「11」と答えた方はご回答ください） 

問11-１ 参加していない理由は何ですか。１つ選択 

60.9%

26.0%

6.0%

5.1%

4.4%

3.0%

1.8%

1.6%

1.4%

0.8%

0.8%

0.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

何も参加していない

自治会・町内会の防災訓練

地域防災拠点の訓練

学校等での防災教室の受講

その他

上記以外の区役所・消防署主催の講習会や訓練

無回答

家庭防災員研修

オンラインでの防災研修

横浜防災ライセンス講習会

消防団活動

よこはま防災研修（旧：防災・減災推進研修）

28.1%

24.8%

16.1%

15.1%

4.8%

4.7%

4.6%

1.9%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

時間がないから

参加したかったが、どこで開催されているか分からな

いから

面倒だから

その他

参加したかったが、感染症対策等により開催されな

かったため

必要がないと思うから

家族が参加しているから

無回答
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N=3,419 

６．地域の助け合い等について 

N=3,419 

問１２ 防災訓練や研修等をとおして、どのような内容を学んでみたいと思いますか。２つ選択 

問１３ 災害が起こった時に、あなたは、ご近所の方にはどのような支援(手助け)ができると思い

ますか。該当するものすべて選択 

35.6%

29.6%

26.5%

23.7%

18.0%

13.3%

12.3%

11.8%

6.1%

5.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

必要な防災用品や生活備蓄について

避難生活（持ち物や過ごし方）について

被災経験に基づいた日頃から役立つ情報について

身近なものを利用した災害時の対応方法について

無回答

被災後の生活再建の流れについて

初期消火や応急救護の方法について

災害時の地域での連携の仕方について

自宅の耐震診断や耐震補強について

家具・家電の転倒等による被害の軽減について

76.1%

36.8%

33.4%

32.2%

22.8%

20.0%

17.0%

15.6%

15.0%

5.8%

4.2%

1.5%

1.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

「大丈夫ですか」などの声かけ

家族や親族・知人への連絡

災害状況や避難情報などの伝達

相談相手や話し相手になる

余剰備蓄品の提供

避難の手助け・避難場所の提供

介助や応急手当

支援したいが余裕がないため出来そうにない

一時的な保護・預かり

わからない

その方の母語での支援・情報提供

無回答

その他
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N=3,419 

７．避難生活について 

N=3,419 

自宅に被害がない（水道・ガス・電気等は使える） 

問１４ あなたは、自然災害が起こった時に、被害を少なくするために「自助」「共助」「公助」の

どれが重要だと考えていますか。１つ選択 

問１５ あなたが自宅にいて大規模な地震が発生し、次のような状況になった場合、当面の期間、

どこで避難生活をしますか。それぞれ１つ選択 

46.2%

28.4%

13.9%

8.6%

2.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

「自助」「共助」「公助」のバランスをとるべき

自助（自分の身は自分で守ること）

共助（地域や身近にいる人どうしが助け合うこと）

公助（国や地方自治体が行う救助・援助・支援）

無回答

92.6%

2.8%

2.7%

1.2%

0.4%

0.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

自宅にいる

避難所

無回答

親族・友人の家等

車の中

公園等
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自宅に被害がない（水道・ガス・電気等は使えない） 

 

自宅建物が半壊、一部破損している場合 

60.3%

23.3%

9.7%

4.1%

2.0%

0.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

自宅にいる

避難所

親族・友人の家等

無回答

車の中

公園等

51.4%

19.4%

14.5%

8.9%

4.7%

1.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

避難所

親族・友人の家等

自宅にいる

車の中

無回答

公園等
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自宅建物が全壊している場合 

 

 

 

 
N=3,419 

問１６ あなたが震災時にインターネット等の通信環境が使えない状況になったとき、行政から発信さ 

れる情報をどのように入手しようと考えていますか。該当するものすべて選択 

66.9%

20.7%

5.4%

5.0%

1.2%

0.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

避難所

親族・友人の家等

車の中

無回答

公園等

自宅にいる

75.2%

75.1%

43.5%

42.7%

19.8%

1.6%

1.3%

0.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

ラジオやテレビなどから情報を入手する

避難所へ行って教えてもらう

家族、友人・知人から教えてもらう

自治会・町内会の人から教えてもらう

最寄りの区役所に行って教えてもらう

無回答

その他

行政からの情報は必要ない
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N=3,419 

 
N=3,419 

問１８ 自宅等に被害があり、避難所で避難生活を送らなければならなくなった際に心配なことは何 

ですか。該当するものすべて選択 

問１７ 発災後に避難所へ行かず、自宅で避難生活をする際に心配なことは何ですか。２つ選択 

72.3%

60.6%

60.3%

55.3%

40.8%

35.2%

31.1%

18.3%

17.5%

15.9%

13.7%

11.8%

9.1%

4.4%

2.0%

1.6%

1.5%

0.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

トイレ設備

プライバシー確保

衛生面（口腔ケア・感染症など）

集団生活を送ること

就寝環境を整える備品

治安面の対策

空調設備

自身が抱える事情（持病、障害など）

栄養・食事・アレルギーへの配慮

日常の医療や介護

ペット同行避難の可否

日常で使用する生活支援品（おむつ、流動食等）

避難生活が自力では困難な家族の存在

避難生活の介添え・支援者の不在

コミュニケーション面(言語・手話等）

無回答

その他

特にない

62.9%

43.9%

29.6%

20.9%

10.4%

8.4%

7.8%

5.5%

2.3%

0.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

飲料水や食料の確保

電気・ガス等、ライフラインの復旧

利用できるトイレ設備

生活用水（炊事・風呂等）の確保

余震の影響などによる建物の倒壊

情報収集手段の確保

無回答

安心できる治安環境

一人暮らし等で手助けが受けられないこと

その他
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N=3,419 

 

 

N=3,419 

問２０ あなた自身やあなたの同居のご家族に、災害時に自力での避難が困難な方はいますか。 

該当するものすべて選択 

問１９ 避難所（地域防災拠点）の運営は、地域の方達によって組織する運営委員会が担っています。 

あなたが、避難所運営において担うことができる支援は、次のどれですか。２つ選択 

64.8%

11.9%

6.7%

5.7%

5.4%

4.4%

2.8%

2.5%

2.0%

1.7%

0.7%

0.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

いずれもいない

介護等が必要な高齢者（65歳以上）

小学生（７歳～12歳）

幼児（１歳～７歳未満）

無回答

身体・知的障害がある方

こころの病気の方

療養等で身体が不自由な方

在宅での医療的ケアが必要な方

乳児（０歳～１歳未満）

妊産婦

日本語が不慣れな方

39.4%

38.1%

27.6%

25.3%

15.7%

10.0%

4.6%

0.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

無回答

食料・飲料水などの物資の管理や炊き出し管理

書類整理やパソコン操作などの事務的支援

避難所の清掃・ごみの分別などに関する支援

物資や資機材の搬送支援

救護・救助・防犯活動の支援

避難所における疾病予防・健康管理に関する支援

なにができるかわからない
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N=1,018 

８．災害情報ついて 

 
N=3,419 

問２１ あなたは、防災情報（日頃の備え）をどのような方法で入手している又はしたいですか。 

該当するものすべて選択 

（問20で「１」～「10」と答えた方はご回答ください） 

問２０－１ 災害時に配慮が必要なご家族（あなた自身も含む）について、災害時の避難等を手助け 

してくれる方（ご家族以外）はいますか。該当するものすべて選択 

38.8%

26.0%

25.3%

12.7%

10.3%

4.6%

3.2%

1.9%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

いずれもいない

近くに住む友人・知人

近くに住む親せき縁者

自治会・町内会の会員

利用施設等の従事者

地域の民生委員

その他

無回答

82.8%

33.6%

31.6%

30.4%

29.2%

25.2%

23.5%

21.9%

18.8%

15.4%

13.1%

2.8%

2.0%

1.8%

1.6%

1.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

テレビ・ラジオ

LINE（ライン）

市や県の広報紙

町内の回覧板や掲示板

Yahoo!防災速報

新聞

防災マップ

市のホームページ

市からの防災情報Ｅメール

Ｘ（旧Twitter）

横浜市避難ナビ

フェイスブック

その他

無回答

雑誌

特にない
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N=3,419 
１-平常時 

２-災害時 

問２２ あなたが、災害時への備えとして平常時に行政から特に発信してほしい情報は何ですか。 

また、大地震の発災時に行政から特に発信してほしい情報は何ですか。それぞれ２つ選択 

25.3%

21.5%

19.0%

16.9%

16.7%

16.1%

15.9%

14.3%

9.9%

8.0%

7.6%

5.1%

4.7%

2.3%

0.6%

0.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

食料・飲料水などの生活備蓄品の必要な量について

災害時の避難場所・避難所について

災害時の情報取得方法について

避難所生活での必要なこと（持ち物、過ごし方）について

必要な防災用品について（携帯ラジオ、懐中電灯等）

無回答

災害後の生活支援・生活再建について

家族や友人・知人との安否確認方法について

感震ブレーカーの設置について

近隣との災害時の協力体制について

応急手当の知識や方法を学ぶ機会について

自宅の耐震診断・耐震補強について

適切な初期消火や救助活動について

家具・家電の転倒防止策について

その他

特にない

31.6%

30.7%

27.4%

22.4%

16.5%

13.2%

10.7%

10.6%

7.9%

7.4%

4.5%

2.1%

1.5%

0.3%

0.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

ライフラインの被害・復旧情報

家族や友人・知人の安否情報

食料・飲料水の入手方法

地震の規模や震源地、津波、余震の情報など

避難が必要かどうかの指示情報

無回答

避難場所・避難所の情報

病院等、治療を受けられる場所の情報

火災の発生や建物倒壊などの被害情報

災害後の生活支援・生活再建について

災害時の情報の信ぴょう性やデマ拡散についての注意喚起

交通機関の運行情報

避難生活における健康維持方法

その他

特にない
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９．横浜市の災害対策に係るご意見について 

 
問２３ 災害対策について、横浜市に力を入れて取り組んでほしいことはどれですか。５つ選択 

62.5%

57.1%

45.9%

26.2%

24.9%

23.5%

21.7%

20.9%

19.3%

15.9%

14.9%

12.3%

11.6%

10.5%

9.9%

9.2%

8.7%

7.6%

7.5%

6.0%

5.1%

4.4%

4.3%

3.8%

3.4%

3.0%

2.3%

1.9%

1.4%

0.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

水・食料・毛布などの十分な備蓄

電気・ガス・水道・電話通信などのライフライン施設の耐震性の向上

緊急時の警報や避難指示などを伝達する体制や仕組みの強化

応援部隊や支援物資の受け入れ態勢の整備

医療救護の確保など、災害時の医療体制の強化

避難所（地域防災拠点）の快適性向上のための資器材購入

災害に関する情報提供や広報

停電や電力不足への対策

避難方法や避難場所の周知

学校や公共施設の耐震化・安全化

災害時要援護者（高齢者、障害者など）への支援対策

がけ崩れや液状化などへの対策

帰宅困難者への対策

一般住宅の耐震診断・耐震改修・防災ベッド等の設置補助

国や近隣自治体、企業などとの協力体制の強化

津波・高潮・洪水などによる浸水への対策

地域における防災組織の確立

地震における火災対策

地域防災拠点以外への公的避難所整備の仕組みの強化

ハザードマップの作成や使い方に関する啓発

災害ボランティアの育成や受け入れ態勢の整備

無回答

地下街や高層ビルに対する防災指導の強化

避難場所への道路の整備

防災訓練などの意識啓発の強化

火山噴火による降灰への対策

その他

放射性物質による汚染への対策

防災・減災に関する研修の拡充

特にない

N=3,419
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１０．属性について 

N=3,419 

 
 

N=3,419 
 

9.9%

8.7%

8.1%

6.8%

6.7%

6.1%

5.6%

5.4%

5.4%

5.3%

5.2%

4.3%

4.3%

4.1%

3.7%

3.1%

2.7%

2.5%

2.3%

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0%

港北区

青葉区

戸塚区

旭区

鶴見区

都筑区

金沢区

神奈川区

保土ケ谷区

南区

港南区

泉区

緑区

磯子区

中区

栄区

瀬谷

西区

無回答

29.2%

19.1%

16.8%

14.3%

9.2%

6.8%

2.5%

2.1%

0 0.05 0.1 0.15 0.2 0.25 0.3 0.35

70歳代以上

50歳代

60歳代

40歳代

30歳代

20歳代

無回答

10歳代

問２４ あなたのお住まいの区はどちらですか。１つ選択 

問２５ あなたの年齢（年代）はどれですか。１つ選択 



23  

 
N=3,419 

 
 

 
N=3,419 

 

54.6%

42.2%

3.2%

0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6

女性

男性

無回答

72.3%

19.8%

5.5%

2.4%

0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8

加入している

加入していない

分からない

無回答

問２６ あなたの性別はどれですか。１つ選択 

問２７ あなたは、自治会、町内会に加入していますか。１つ選択 
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（２）地域での取組 

 
N=3,419 

 
 

 
 

 

 

44.3%

32.6%

12.8%

4.6%

3.3%

2.4%

0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6

親と子（２世代）

夫婦またはパートナーと二人

ひとり

その他

祖父母と親と子（３世代）

無回答

問２８ あなたは、どのような家族形態で暮らしていますか。１つ選択 
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